
43②保存修復に関する調査研究事業

　各種の可搬型分析機器を用いた文化財の材質・構造に関する調査方法を確立し、日本絵画にお
ける顔料の変遷についての研究を進めるとともに、金工品等における黄銅（真鍮）材料の利用実
態を明らかにする。新たに導入した可搬型Ｘ線回折装置、小型 FCR 現像機をその場分析へ適用し、
各種文化財の保存状態等に関する調査研究を進める。

１．可搬型分析装置を用いたその場分析
　　　　　・可搬型蛍光Ｘ線分析装置による材料調査として、絵画や建造物の彩色材料、さらには工芸品

や金銅仏などの調査を実施した。琉球絵画における白色、青色、緑色顔料等の利用の特徴を
明らかにすることができ、同時代の日本絵画との比較も行った。また、金属製品の調査では、
鎌倉時代における真鍮の利用例を明らかにするとともに、金銅仏の地金・腐食生成物の高精
度分析を検討した。

　・東京文化財研究所で新たに導入した可搬型Ｘ線回折分析装置を用いて、その場分析調査を実
施した。煉瓦造建造物（INAX ライブミュージアム）に析出している塩類の分析を行い、塩類
の種類と保存環境との関連性を明らかにした。また、この分析結果と据置型分析装置を用い
て分析した結果とを比較することにより、可搬型Ｘ線回折分析装置を用いたその場分析の有
用性の評価を行った。

　・小型 FCR 現像機を用いて、高解像度Ｘ線透過撮影及び定量的な計測に関する検討を行った。
２．検出器開発
　・可搬型Ｘ線回折装置への適用を目標として、2 次元イメージング検出器の開発を行った。新

しい信号増幅機構（ガス電子増幅フォイル）と新しい信号読出し法を実現する信号読取基板
を搭載した検出器を用いて基礎実験を行った。その結果、この検出器を用いることにより、
粉末試料にＸ線を照射した時の回折像を捕えることに成功した。
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